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九経調は、創立70周年記念事業として「ビッグ
データを活用した新たな情報サービスの提供」を目指
して、2020年4月からDATASALAD（データサラ
ダ：九州地域経済分析プラットフォーム）の運用を開始
した。これは、地域経済に関する多種多様なオープン
データやビッグデータについて、手軽かつ有効に利活
用するためのクラウドのデータ基盤として開発したもの
である。ここで培ったデータサイエンスとデータ可視化
の技術を応用して、姉妹版サービスとして、観光客の
動きを見える化できる「おでかけウォッチャー」を開発
し、2022年度から運用を開始（2021年10月27日に
β版リリース）する。

本稿では、デジタル観光動態統計プラットフォーム
「おでかけウォッチャー」開発の背景とコンセプト、デー
タ特性や分析機能、サービスメニュー等について解説
する。

１ 開発の背景

観光は、地域経済にとって外貨獲得の重要なひとつ
の手段である。そのため、観光は多くの地域で地方創
生の柱として取り上げられている。地域資源を活かし
て、その魅力を磨き上げることで、地域の個性やよさ
を再認識でき、シビックプライドの醸成にも繋がる。加
えて、関連する商品やサービス、体験メニュー、飲食

メニュー、イベントなどを工夫することで、地域に消費
と雇用も創出する。観光を産業として捉えたときには、
これら経済活動の波及の範囲や大きさが重要になり、
これを計測するためには観光客数、滞在時間、消費
単価、満足度、リピート率などを把握することが求めら
れる。

これらを捉える政府の観光統計としては、「旅行・
観光消費動向調査」、「宿泊旅行統計調査」、「訪日
外国人消費動向調査」などがあるが、タイムリーな効
果分析には適さないいくつかの課題がある。

１つは、集計単位が月次であり、曜日や日次の動き
を捉えることができない。２つは、公表時期も２～３カ
月先となり即時性がない。３つは、地域が都道府県や
市町村などの行政区での集計値となっており、特定の
場所（観光スポットなど）の把握ができない。また、
市町村ベースのものは、公表が一部の自治体にかぎら
れたり、不定期であったりと活用しにくい状況がある。
もちろん、観光統計から明らかになることは多く、マク
ロな動向把握や政策立案には有用である。しかし、ミク
ロなイベント効果の把握やマーケティング、EBPM測定
などで使うことが難しい。また、都道府県が公表する
「観光入込客統計」に関しても、2010年（平成22
年）から観光庁の共通基準での数字の把握や集計が
進み、地域間比較ができるベースが整いつつあるもの
の、個別地点の数字の把握については、人数をカウン
トできる施設（たとえば入場料を徴収する施設やレジカ
ウントのできる施設）とそうでない施設（たとえば公園
や緑地、イベント会場など）で状況が異なるため、集
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計値の比較には注意が必要である。さらに、個別地点
での数字に関しては、公開されていない場合も多く、ま
た複数施設を同時に訪れた観光客のダブルカウント問
題も解決が困難である。その上に、これらの統計の作
成にあたって、市町村が域内の宿泊・集客施設に利
用者の報告を依頼し、その集計を行っており、関係者
に大きな手間と負担がかかっているという現状もみのが
せない。

２ 開発目的と事業スキーム

これらの観光統計の課題に対して、スマートフォンの
位置情報ビッグデータを活用することで、その一部分
でも解決できないかという問題意識から、既存観光統
計を補完するためのデジタル観光動態統計プラット
フォーム「おでかけウォッチャー」の開発を行った。

したがって、開発目標として、集計単位は月次より短
い単位とすること、地点は人数の把握が難しくかつ狭
い範囲のカウントができること、数字の把握のタイミン
グはリアルタイムでできることなどが求められるところで
ある。このような条件を満たすデータとしては、衛星画
像やスマートフォン位置情報などのビッグデータの活用
が不可欠と認識していた。

そのようななか、九経調は九州経済調査月報2020

年9月号において「緊急レポート 令和２年７月豪雨に
よる九州の社会・経済への影響４ スマートフォン位置
情報からみた２カ月経過後の避難実態」を（株）コロ
プラ（東京都港区）おでかけ研究所（現（株）ブロ
グウォッチャー（東京都中央区）おでかけ研究所、
2021年におでかけ研究所を事業譲渡）とともに発表。
スマートフォン位置情報をもとにして、避難所以外に避
難する方々の実態を明らかにした。このとき、コロプラ
おでかけ研究所では、すでにスマートフォンの位置情報
を用いた全国各地の観光動向分析や観光振興戦略の
立案を数多く手がけていたが、この時、災害分野での
実態分析にはじめて取り組み、その有用性が示され
た。その前後で何度か協業するなか、2021年7月、
おでかけ研究所がブログウォッチャーに譲渡されたタイミ
ングで、先に示した観光統計の課題解決と、デジタル
観光分析による有効な観光施策の立案とその検証とい
うサイクルの一般化ができないか、ということで九経調
へお声かけいただき、九経調が有するDATASALAD
のプラットフォームを活用して可視化・提供することが
決まった。

おでかけウォッチャーは、九経調が事業主体となって
いるが、その根幹をなす位置情報データはブログウォッ
チャーによって収集・整理されたものを活用している

（図１）。このデータを弊会で可視化して、クラウドで
提供するという役割分担で事業を行っている。

図１　おでかけウォッチャーの提供スキーム（役割分担）

資料）九経調ならびにブログウォッチャー作成
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３ コンセプトとサービス概要

おでかけウォッチャーは、「デジタル観光統計を身近
に」というコンセプトを掲げ、自治体の観光客分析に
特化したクラウドの観光人流モニタリングツールとしてリ
リースしている。

BIツールを活用したグラフィカルなインターフェースと
し、多彩なフィルタリング機能で、だれもが使いやすく、
目的とする観光スポットの情報を瞬時に取得できること
を目指した。また、インターネットとブラウザがあれば、
どこからでも使えるクラウドプラットフォームとしている。

どこでも、だれでもという観点から、全国各地の観
光スポットの来訪者数の把握（来訪地分析）に関して
は、基本サービスとして無償で公開している（図２）。
全国の観光スポット（約5,000カ所）の来訪者数を同
一基準で比較でき、常時、無償でウォッチできるのが
最大の特徴である。

また、基礎自治体（市区町村）のユーザー限定で
はあるが、基本サービス（無償）で、任意の３カ所の
観光スポットを選定でき、そのスポットの来訪者数を常
にモニタリングできるしくみを内包している。そして、そ
の３カ所は、他のユーザーにも公開され、共有される

ことになる。当初は、九経調の独自基準によって、全
国約5,000カ所の観光スポットを標準の観光スポットと
して設定しているが、個々の基礎自治体の利用者に
よって、ウォッチするに相応しい観光スポットに置き換え
られるというユーザー参加型のプラットフォームとなって
いる点も特徴といえる。

加えて、基本サービス（無償）の範囲で、先の３
カ所を含んだ20カ所を同一基礎自治体内に設定でき、
その合計数を基礎自治体の来訪者数（重複のないユ
ニーク値として処理）としてとらえることもできる。すな
わち、来訪地分析について、観光スポットという点で
の把握と、基礎自治体という面での把握の両方が可能
である。

なお、さらに有償のプレミアムサービスとして、来訪
地分析の観光スポット数の追加（最大2,000カ所）、
発地分析、属性分析、周遊分析を提供しており、さら
に詳細な分析も可能である（詳細は後述）。

４ データの定義と特性

おでかけウォッチャーの基本サービスにおける来訪者

図２　おでかけウォッチャーのサービス概要

資料）九経調おでかけウォッチャーのWEBサイト（https://odekake-watcher.info/）より
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数の定義は、「発地から20ｋｍ以上離れ、かつ位置
情報ログ（5～15分間隔で取得）が勤務地域でない
同一250mメッシュ内に１日２回以上記録された人数
をカウント」したものである（表１）。これは、国土交
通省国土技術政策総合研究所（茨城県つくば市）、
東京大学（東京都文京区）、（株）NTTドコモ（東
京都千代田区）等で取りまとめられた研究成果に基づ
いて、ブログウォッチャーが独自に定義したものである。
通勤通学等の日常行動を排除したものを来訪者数と位
置付けている。

また、データ特性として、圧倒的サンプル数、重複
データの排除、即時性（準リアルタイム更新）の３点
があげられる。

圧倒的サンプル数とは、140種類以上のスマート
フォンアプリを通じて利用者から明示的な同意を得て取
得した月間2,500万人の位置情報データということに
ある。キャリア横断データであることも特徴といえる。
そのサンプル数の多さから、実人数100人程度のス
ポットでも計測が可能になると考えている。

重複データの排除とは、設定した範囲内（基本機
能では250mメッシュ単位、プレミアムサービスでは
10mメッシュの任意組み合わせ単位）の来訪者はユ
ニーク値をカウントしており、市区町村合計値などの複

数の観光スポット集計にあたっても重複なしのユニーク
値として人数の集計を行っている。そのうえ、住民基
本台帳人口に基づき、拡大推計しているため、より実
態に近い数値となるよう工夫している。

即時性（準リアルタイム更新）とは、週１回、毎週
木曜日に前週の月曜日から日曜日までの１週間のデータ
を日次ベースで更新している。なお、日次単位の来訪
者数を、週次、月次、四半期、年次などに集計した
数値もダッシュボードで提供している。リアルタイムとは
いかないものの、たとえば土日にイベントを開催した場
合、翌週末までにその結果（来訪者数など）を把握で
き、次の土日の取り組みに生かせる程度のリアルタイム
性である。直近では、コロナ禍で緊急事態宣言やまん
延防止等重点措置などの行動制約につながるアナウン
スが流れるが、その影響も比較的早期に把握できる。

なお、データ期間に関しては、無償の基本サービス
では、本サイトのβ版オープン時である2021年10月
18日以降のデータの閲覧・活用が可能である。有償
のプレミアムサービスでは、オプションで2019年までさ
かのぼることができることから、コロナ禍以前の動きと
の比較検証が可能であるということも特徴といえる。

表１　おでかけウォッチャーのデータ生成ロジック（基本サービス分）

資料）ブログウォッチャー作成
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５ フィルタリング項目と分析の特徴
～４つの分析機能

おでかけウォッチャーには、無償の基本サービスとし

て来訪地分析（観光スポット数20カ所まで）があり、
有償のプレミアムサービスとして発地分析、属性分析、
周遊分析がある（図３）。多様な分析機能でプロモー
ションターゲットを簡単に把握できるような設計となって

図３　４つの分析ダッシュボード

①来訪地分析の事例（市町村）

②来訪地分析の事例（観光スポット）
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いる。
それぞれの分析には、結果を示すグラフィカルなダッ

シュボードが設定され、地図表示、時系列推移表示、
ランキング表示で可視化している。加えて、テーブル

表示機能やデータエクスポート機能も内包しており、
データセットのデータを活用することもできる。時系列
データに関しては、ドリルアップ・ドリルダウン機能によ
り、ボタン一つで日次、週次、月次、四半期、年にま

③発地分析の事例（観光スポット）

④属性分析の事例（観光スポット）
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とめた数字に再集計されて表示できる。
すべてのダッシュボードには、フィルタリング項目とし

て、来訪地フィルター（都道府県、市区町村、観光
スポット、ジャンル、一日当たり平均来訪者）と時系列

フィルター（日、週、月、年、曜日）があり、目的とす
る場所や期間等を、ボタン操作やキーワード入力など
の簡単な手順で選択的に把握することができる。

また、発地分析には、発地フィルター（都道府県、

⑤周遊分析「スポット間周遊」の事例

資料）おでかけウォッチャー WEBサイトより

⑥周遊分析「前後別周遊」の事例
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発地との距離）、属性分析には属性フィルター（性、
年齢）が用意されている。

なお、周遊分析の表示に関しては、「スポット間周
遊」と「前後別周遊」 の２つの地図表示がある。

「スポット間周遊」表示は、複数の観光スポットの流動
をそれぞれ線で結んだものであり、相互の関係性を全
体像としてとらえることができる。一方、「前後別周
遊」表示は、目的とする１か所の観光スポットの前後
にどの観光スポットに立ち寄っているかをとらえることが
できる。これらの２つを組み合わせることで、観光ルー
トの把握を可能としている。

おわりに

おでかけウォッチャーは、2021年10月27日にテスト
サイトをオープンしたばかりである。2021年11月には、
九経調で設定した全国約5,000箇所の観光スポット
と、全国約20,000箇所のスポットの集計から算出し
た市区町村別の来訪地分析機能をβ版としてリリース。
その後、基礎自治体から受け付けした観光スポットを反
映したデータの公開を2022年1月からはじめている。
2022年3月末時点の基本サービス（無償）アカウント
発行数は約250件に達し、全国各地からのご利用をい
ただきはじめている。

ユーザーは、政府機関や自治体、観光協会等の観
光政策立案に関係する方々を対象としており、随時、
基本サービス（無償）の利用手続き（アカウント登録）
をWEBサイト上で受け付けている。また、年に数回

（春、秋の２回を予定）、基礎自治体からの観光スポッ
ト登録（無償）の受付も行っている。

すでに、ユーザーの皆さまからは、時間帯分析やリ
ピート分析などを求める声をいただいており、今後はさ
らに有用な分析ツールとなるよう開発を進める計画であ
る。おでかけウォッチャーは、幅広いユーザーの皆さま
にご活用いただき、観光スポット登録や改善提案を通じ
て、ユーザー参加型の観光DXプラットフォームとして

の役割を果たしていきたい。
このおでかけウォッチャーで、より多くの自治体や観

光協会、ＤＭＯ等の観光行政に携わっている方々が、
データに基づく観光政策の立案と評価（EBPM）、持
続可能な地域の観光経営と観光DXの実現につなが
れば幸いである。

岡野 秀之（事業開発部長）

14 九州経済調査月報　2022年5月




